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研究成果の概要：

日本列島の東北地方高山帯におけるボトルネック効果や創始者効果といった過去の集団サイ

ズの縮小・拡大を推定するために、エゾシオガマ（Pedicularis yezoensis,ゴマノハグサ科）の
マイクロサテライトマーカーの開発を行い、集団間の遺伝的多様性の比較を行った。また予備

的な結果ではあるが、東北集団が北海道集団、本州中部集団に比べて低い傾向が見られた。こ

の結果は、東北地方の集団において過去に創始者効果、もしくはボトルネック効果が働いたこ

とを支持するものである。
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１．研究開始当初の背景
日本の高山帯フロラの成立過程を推定す
るために、分子マーカーである葉緑体 DNA を
用いて解析した結果、東北地方の高山帯は比
較的最近になって分布を拡大させたか、もし
くはボトルネック効果を強く受けた可能性
が高いことが示された。しかし、これまで解
析していた葉緑体 DNA では解像度が低く、そ
の検証までには至っていなかった。

２．研究の目的
そこで本研究では、東北地方高山帯におけ
るボトルネック効果や創始者効果といった
過去の集団サイズの縮小・拡大を推定するた
めに、エゾシオガマのマイクロサテライトマ
ーカー（以降、SSRマーカーと呼ぶ）の開発
を行った。研究の当初 AFLP解析を進めるこ
とで計画していたが、共優性マーカーである
SSR マーカーが比較的容易に作れるように
なってきたことから解析手法を変更した。
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３．研究の方法

対象種はエゾシオガマ（ Pedicularis 
yezoensis，ゴマノハグサ科）である。本種は、
日本の準固有の高山植物であり、比較的個体

数も多いことから集団解析を行ううえで有

利な種である。

SSRマーカーの開発は、Lian et al. (2006)
の手法に沿って行い、プラスミドに組み込ま

れた SSR部位を含んだ配列を計 96個作成し
た。その後、それらの配列を精査し、適当な

プライマーを計 18 個設計した（Primer3 使
用）。エゾシオガマの複数サンプルを用いて、

それらのプライマーで実際に PCR 反応で増
幅が認められるか、またヘテロやホモアリル

を区別できるかどうかを検討した。

完成した SSR マーカーを用いて、予備的
な集団遺伝的な解析を行った。GenAlEx や
FSTAT等の解析アプリケーションを用いて、
アリル数やヘテロ接合度を計算し、ハーディ

ー・ワインベルグ平衡からのずれがあるかど

うかを検定した。

４．研究成果

エゾシオガマのマーカー開発において計 18
組の候補マーカーを作成した。そのプライマー

セットを用いて、マーカーとして利用できるかどう

かの検証を行った結果、最終的には６つのマー

カーが絞り込まれた（AC01, AC08, AC12, AC41, 
TC13 TC45）。それぞれのマーカーにおけるアリ
ル数（A）は 3～16、ヘテロ接合度の観察値（Ho）
は 0.000～0.667、ヘテロ接合度期待値（He）は
0.652～0.912 に範囲しており、多様性の程度は
マーカーによって大きく異なっていた。

上記の６つのマーカーを用いて、３集団

（暑寒別岳（北海道）、八甲田山（東北）、赤

石岳（本州中部））の 24個体のエゾシオガマ
を用いて予備的な集団解析を行ったところ、

八甲田山の集団が暑寒別岳、赤石岳の集団に

比べて低い傾向が見られた（暑寒別岳（A=2.5, 
Ho=0.438, He=0.382）、八甲田山（A=2.5, 
Ho=0.292, He=0.267）、赤石岳（ A=3.2, 
Ho=0.313, He=0.383））。現時点での結果は解
析個体数がまだ少ないので予備的であるが、

この結果は、東北地方の集団において過去に

創始者効果、もしくはボトルネック効果が働

いたことを支持する結果である。今後は新規

マーカーを開発すること、集団数・個体数を

増やすことを目指す予定である。
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